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奈
亭

藤
原

宮

跡

１
　
所
在
地
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一
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２
　
調
査
期
間
　
　
一　

一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）
一
〇
月
―
二
〇
〇
二
年
二
月

一
一　
二
〇
〇
二
年

一
〇
月
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
官
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
田
辺
征
夫

５
　
遺
跡
の
種
類
　
宮
殿
跡

・
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
１
藤
原
宮
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

今
回
の
調
査
は
、
藤
原
宮
南
東
隅
に
所
在
す
る
近
世
の
溜
池
、
高
所
寺
池
の

堤
防
改
修
工
事
に
伴
う
も
の
で
あ
る
。
二
〇
〇

一
年
度
に
池
の
東
岸
北
半
分

・

北
岸

・
西
岸
北
部
の

一
人
三
〇
ポ
を

（飛
鳥
藤
原
第

一
一
八
次
調
査
）、
二
〇
〇

二
年
度
に
西
岸
南
部
の
一
一
〇
〇
ポ
を

（飛
鳥
藤
原
第

一
二
四
次
調
査
）
そ
れ
ぞ

れ
調
査
し
た
。

調
査
の
結
果
、
五
世
紀
後
半
か
ら
藤
原
宮
期
の
遺
構
を
検
出
し
た
。
こ
こ
で

は
藤
原
宮
直
前
期
及
び
藤
原
宮
期
の
遺
構
の
概
略
を
以
下

一
括
し
て
記
す
。

藤
原
宮
直
前
期
。
藤
原
宮
内
先
行
条
坊
道
路
と
し
て
、
第

一
一
人
次
調
査
で

東
二
坊
坊
間
路

。
六
条
条
間
路
と
そ
れ
ら
の
側
溝
を
検
出
し
た
。
こ
の
他
、

溝

・
土
坑

・
井
戸
な
ど
を
検
出
し
た
。

藤
原
宮
期
。
藤
原
宮
南
面
大
垣

・
内
濠

・
外
濠
を
検
出
し
た
。
南
面
中
門

（推
定
朱
雀
門
）
以
東
で
初
め
て
藤
原
宮
南
限
施
設
を
確
認
で
き
た
こ
と
に
な

る
。
大
垣
と
内
濠
は
と
も
に
先
行
条
坊
道
路
で
あ
る
東
二
坊
坊
間
路
の
東
側
溝

Ｓ
Ｄ
六
〇
三

一
を
埋
め
立
て
た
後
に
造
営
さ
れ
て
い
た
が
、
外
濠
は
同
東
側
溝

と
併
存
し
て
い
た
時
期
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
他
、
大
垣
内
で
藤
原

宮
東
南
官
衛
に
関
係
す
る
溝

・
塀

・
建
物
な
ど
を
検
出
し
た
。
ま
た
、
第

一
二

四
次
調
査
区
南
端
で
六
条
大
路
北
側
溝
を
確
認
し
た
。

木
簡
は
、
第

一
一
人
次
調
査
で
藤
原
宮
南
面
内
濠
Ｓ
Ｄ
五
〇
二
の
堆
積
土
か

ら
三
点

（全
て
削
肩
）、
第

一
二
四
次
調
査
で
藤
原
宮
直
前
期
の
上
坑
Ｓ
Ｋ
九
七

四
〇
か
ら

一
五
点

（全
て
削
暦
）
が
出
土
し
た
。

南
面
内
一尿
Ｓ
Ｄ
五
〇
二
は
大
垣
の
北

一
一
・
七
ｍ

（四
〇
尺
）
に
あ
る
素
掘

り
溝
で
、
幅
ニ
ー
ニ

・
七
ｍ
深
さ

一
。
一
―

一
・
三
ｍ
。
下
層
に
砂
や
シ
ル
ト

な
ど
の
流
水
堆
積
層
が
あ
り
、
上
層
は
埋
め
戻
し
た
土
層
で
あ
っ
た
。

土
坑
Ｓ
Ｋ
九
七
四
〇
は
、
藤
原
宮
南
面
外
濠
と
六
条
大
路
北
側
溝
の
ほ
ぼ
中

間
、
高
所
寺
池
西
岸
の
調
査
区
を
西
に
拡
張
し
た
部
分
で
検
出
し
た
。
土
坑
の

東
半
分
は
攪
乱
に
よ
り
削
平
さ
れ
て
お
り
、
検
出
で
き
た
の
は
全
体
の
四
分
の

一
で
あ
る
。
直
径
約
二
ｍ
の
円
形
と
み
ら
れ
、
残
存
す
る
深
さ
は
約
○

・
九
ｍ
。

埋
土
に
炭

・
木
居

・
輔
羽
口
な
ど
を
含
む
。
藤
原
宮
造
営
に
と
も
な
う
廃
棄
土

坑
で
あ
ろ
う
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　
第

一
一
人
次
調
査



(2) (1) 二  (1)②
の

「寸
主
」
は
カ
バ
ネ
の
ス
グ
リ
で
あ
ろ
う
。
「村
」
の
偏
を
省
略
し
た

形
で
あ
る
。
藤
原
宮
跡

・
平
城
京
跡
出
土
木
簡
に
類
例
が
あ
る
。
な
お
、
本
木

街
に
記
さ
れ
る

「主
」
の
字
体
は
、
藤
原
京
左
京
七
条

一
坊
西
南
坪
よ
り
出
土

し
た

「逐
陳

（陣
こ

「帰
忌
」
な
ど
の
暦
注
を
記
す
木
簡

（本
号
２７
頁
⑬
）
の
裏

面
に
も
み
ら
れ
る
。
①
の
三
文
字
目
は
単
位
と
も
み
ら
れ
る
が
釈
読
で
き
な
い
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
文
化
財
研
究
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』
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』
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